
同時審問の受付番号

審問開始時刻

□ 署名 □

フリート レース 抗議締切時刻

抗議、または救済もしくは審問の再開要求は、締切時刻内に受領した■ 締切時刻を延長した □

抗議者、または救済もしくは審問の再開を要求している当事者、代表者

その他の当事者、または救済を要求している当事者、代表者

証言者の氏名

備　考

利害関係の表明があった □ □ ■

抗議書または要求書はインシデントを特定している ■

最初の妥当な機会に「プロテスト」と声を掛けた ■

声をかける必要はなかった、被抗議艇に最初の妥当な機会に伝えた □

抗議または要求は有効、審問を続行する■ 抗議または要求は無効、審問を打ち切る□

認定した事実

艇 の見取図をプロテスト委員会は支持する □ プロテスト委員会の見取図を添付する■

結論と適用規則

判決

抗議：却下する □ 第 レースにおいて艇 を失格とする ■

次のペナルティーを課す □ ：

救済：与えない □ 次の救済を与える □ ：
審問再開の要求： 拒否する □ 認める □
プロテスト委員会の委員長と他のメンバー

パネルチェアの署名 日時 年 月 日 時 分532019 11 21 17

ポートタック艇バウNo.2は、スターボードタック艇バウNo10を避けていなかったので、規則10に違反した。

佐藤百一、渡辺勝、南原健一、安積麻帆、櫻井常雄

柳内航平

宇田川真乃

5 12

異議： あり なし

第５レースのレグ３にて、スターボードタックのクロースホールドのバウＮｏ10と、ポートタックのクロースホール
ドのバウNo2は、そのまま直進すれば艇2のトラベラー付近に艇10のバウが衝突する位置関係にあった。風速
は5m/s、波高は０．２ｍであった。
艇10は、半艇身の距離になった時、舵をできる限り切ってベアをし、艇１２はコースを維持した。艇10が艇2の後
方を通過したとき、両艇の距離は３０ｃｍであった。両艇に接触はなかった。
その後両艇はそのまま帆走し、ペナルティ回転は行っていない。

16:55

Blue 5 16:34:06

取り下げを要求した 取り下げを認める

このページはプロテスト委員会が使用する 受付番号 1




